
2024年 (令和6年)(1)第35号 10月1日

県宝開善寺経蔵のもみじ東門の芝桜

グランドから校舎方面

　母校松代高等学校は、令和８年（２０２６）に創立１２０周年を迎えます。
　そのため、同窓会・ＰＴＡ・学校の三者が協力して実行委員会を立ち上げ、
現在、記念事業を計画中です（関連記事３ページ参照）。つきましては、多額
の費用が必要となるため、別紙振込用紙で、寄附等のご協力をお願い申し上げ
ます。
《振込用紙について》 
　別紙振込用紙で、寄附・年会費・同窓会員名簿代を一括してお振り込み頂け
ます。
　お振り込み頂ける金額は、振込用紙通信欄の□寄附・□年会費・□同窓会会
員名簿賛助金・□同窓会会員名簿代の各項目の□に「✓」をご記入いただき、
✓をつけた項目の合計金額をお振り込みください。
　尚、同窓会員名簿代をお振り込み頂いた方には、令和７年９月頃に名簿をお
送りする予定です。

松代高校創立120周年寄附金等のお願い松代高校創立120周年寄附金等のお願い
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2024年 (令和6年) 10月1日　第35号(2)

創
立
１
２
０
周
年
の
目
指
す
と
こ
ろ

同
窓
会
長

細
川　

隆
男

　

同
窓
生
の
皆
様
、各
地
で
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。日
頃
か
ら
同
窓
会
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。６
月
の
同
窓
会
定
時
総
会
で
再

び
会
長
の
職
を
担
う
こ
と
に
な
り
責
任
の
重
大

さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
の
会
報
第
35
号
は
、本
校
の
創

立
１
２
０
周
年
に
向
け
て
の
会
員
名
簿
の
整

備
、記
念
事
業
等
に
お
け
る
同
窓
生
の
ご
協
力

の
お
願
い
、郵
便
料
金
の
値
上
げ
も
視
野
に
経

費
削
減
の
た
め
早
め
の
会
報
の
発
行
で
同
窓
生

に
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

本
校
は
、令
和
８
年（
２
０
２
６
年
）創
立

１
２
０
年
を
迎
え
ま
す
。過
去
先
輩
達
が
10
年

毎
の
節
目
に
記
念
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。先
輩
達
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
、後
世
に

歴
史
を
残
し
、母
校
の
更
な
る
発
展
を
願
い
、

１
２
０
周
年
事
業
の
実
施
を
総
会
に
て
ご
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。事
業
の
実
施
内
容
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、会
報
の
中
に
記
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、同
窓
生
の
皆
様
に
は

格
別
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
立
高
校
の
再
編
計
画
で
本
校
の
商
業
科

は
、更
級
農
業
高
校
・
屋
代
南
高
校
と
で
長
野

千
曲
総
合
技
術
新
校（
仮
称
）と
し
て
、令
和

12
年
統
合
と
な
る
予
定
で
す
。今
年
１
月
よ
り

各
校
の
同
窓
会
、地
域
の
有
識
者
等
で
構
成
さ

れ
た
高
校
再
編
整
備
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、新
校
の
進
む
べ
き
方
向
性
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。松
代
高
校
普
通
科
と
し
て
存
続
す

る
母
校
の
将
来
に
向
け
て
同
窓
会
と
し
て
も
高

校
、地
域
と
一
体
と
な
っ
て
考
え
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
残
念
な
こ
と
に
同
窓
会
東
海
支
部
も

会
員
の
高
齢
化
と
中
京
圏
へ
の
就
職
者
が
い
な

く
な
っ
た
状
況
か
ら
、支
部
事
業
を
継
続
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
り
、止
む
無
く
事
業
の
廃
止

と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
法
上
の
位
置

づ
け
も
昨
年
緩
和
さ
れ
、最
大
行
事
の
松
濤
祭

も
７
月
に
開
催
さ
れ
コ
ロ
ナ
以
前
の
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。今
後
も
母
校
に
学
ぶ
生
徒

を
同
窓
会
と
し
て
も
引
き
続
き
暖
か
く
見
守

り
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ご
活
躍
の
同
窓
生
の
皆

様
、同
窓
会
発
展
と
母
校
の
発
展
の
た
め
一
層

の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益

々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、本
校
の
教
育
活
動
に
つ
き
ま
し
て
ご
理

解
ご
支
援
を
頂
い
て
い
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
、松
代
高
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た

向
井
健
太
郎
と
申
し
ま
す
。も
と
よ
り
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、多
く
の
先
輩
方
が
創
り
上

げ
て
き
た
松
代
高
校
の
発
展
の
た
め
に
力
を

尽
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

再
来
年
の
令
和
８
年
に
、本
校
は
、創
立
１

２
０
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。１
２
０

周
年
記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、同
窓
会
の

皆
さ
ま
と
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。記
念
事

業
の
成
功
に
向
け
て
、同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
暖

か
い
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、本
校
で
も
様
々
な
教
育
活
動
が

制
限
な
し
で
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。松
濤
祭
に

つ
き
ま
し
て
も
、コ
ロ
ナ
前
に
た
だ
戻
す
と
い

う
発
想
で
は
な
く
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
経
験
し

て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、新
た
な
松
濤
祭
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、生
徒
・
教
職
員
で
議
論
し
開
催

し
ま
し
た
。

　

部
活
動
で
は
、高
体
連
の
総
体
、高
野
連
の

選
手
権
大
会
も
終
わ
り
、３
年
生
の
ほ
と
ん
ど

は
引
退
と
な
り
ま
し
た
が
、部
員
の
少
な
い
中

で
も
最
大
限
の
力
を
発
揮
し
よ
う
と
練
習
に

励
み
、大
会
に
臨
ん
だ
生
徒
の
姿
に
、私
も
大

き
な
力
を
も
ら
い
ま
し
た
。高
文
連
の
活
動
で

も
、堂
々
と
成
果
を
発
表
す
る
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
、嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

世
の
中
は
先
の
見
え
な
い
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（
不
安

定
、不
確
実
、複
雑
、曖
昧
）の
時
代
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。そ
ん
な
時
代
を
生
き
抜
く
生
徒
に

は
、松
代
高
校
卒
業
時
に
、「
自
分
な
ら
で
き
る
」

と
い
う
自
己
効
力
感
を
も
っ
て
、社
会
に
進
学

先
に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
の
教
育
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、本
校
同
窓
会
の
さ
ら
な
る
ご
発
展

と
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ご
挨
拶

校
長向

井　

健
太
郎

和
暦

明
治
39

〃　

41

大
正
６

〃　

９

〃　

14

昭
和
３

〃　

16

〃　

19

〃　

23
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40
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43

平
成
14

〃　

17

〃　

18

令
和
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〃　

８ 　

西
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１
９
０
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１
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０
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１
９
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１
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０

１
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１
９
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１
９
４
１

１
９
４
４

１
９
４
８

１
９
６
５

１
９
６
８

２
０
０
２

２
０
０
５

２
０
０
６

２
０
２
２

２
０
２
６ 　

　
　
　
　
　

事　
　
　
　
　
　

項

長
野
県
松
代
町
立
乙
種
農
業
学
校
開
校

新
た
に
商
業
科
を
設
置
、松
代
町
立
松
代
農
商
学
校

と
改
称

新
た
に
女
子
部
を
併
置
、松
代
実
業
学
校
と
改
称

女
子
部
は
独
立
し
、松
代
実
科
女
学
校
と
改
称

農
科
を
廃
し
、甲
種
商
業
学
校
に
昇
格
、松
代
商
業
学

校
と
改
称

校
歌
制
定

松
代
実
科
高
等
女
学
校
を
長
野
県
松
代
高
等
女
学
校

と
改
称

長
野
県
松
代
高
等
女
学
校
を
松
代
町
外
六
ヵ
村
学
校

組
合
経
営
に
変
更

長
野
県
松
代
女
子
商
業
学
校
開
校

松
代
商
業
学
校
募
集
中
止
、学
徒
勤
労
動
員
実
施

長
野
県
松
代
商
業
学
校
と
長
野
県
松
代
高
等
女
学
校

を
統
合
し
、定
時
制
を
併
設
し
た
長
野
県
松
代
高
等

学
校
と
な
る

長
野
県
松
代
女
子
商
業
学
校
廃
止

地
震
な
ど
の
た
め
、校
舎
全
面
改
築
期
成
同
盟
会
を
結

成プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で
授
業

現
校
舎
竣
工
、真
田
公
園
の
旧
校
舎
か
ら
移
転

定
時
制
閉
校

長
野
南
高
校
と
の
統
合
案
が
で
る

松
代
高
校
創
立
１
０
０
周
年
。第
88
回
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
大
会（
夏
季
甲
子
園
大
会
）出
場

９
月
、県
議
会
、松
代
高
校
と
長
野
南
高
校
の
統
合
案

等
否
決

長
野
県
教
委
、第
２
期
高
校
再
編
案
で
、30
年（
令
和

12
）、松
代
高
校
は
、普
通
科
高
校
と
な
り
、商
業
科
は
、

新
設
の
長
野
千
曲
総
合
技
術
高
校
に
統
合
予
定
と
発

表松
代
高
校
創
立
１
２
０
周
年

松 

代 

高 

校 

１ 

２ 

０ 

年 

概 

史



2024年 (令和6年)(3)第35号 10月1日

松代高校創立１２０周年記念事業　募金趣意書
謹啓　同窓会員の皆様には、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　平素は、母校ならびに同窓会のため、格別なるご協力とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　お陰様をもちまして、母校松代高校は、２年後の令和８年（２０２６）に学校創立１２０周年を迎える
こととなりました。
　母校は、日露戦争戦勝の翌明治３９年（１９０６）５月１０日、殖産興業の一翼をになうべく、松代町
立乙種農業学校として開校致しました。
　その後幾多の変遷を経、終戦後の昭和２３年（１９４８）には学制改革により、それまでの商業学校と
高等女学校が統合し、商業科と普通科からなる新制「長野県松代高等学校」となりました。
　この間、母校の卒業生は、およそ２万３千名余りを数え、県内や国内はもとより国外でも活躍する人材
を輩出してまいりました。まことに喜ばしいことと存じます。
　さて、母校が１２０周年を迎えるにあたり、それを慶祝し、その良き伝統を引き継ぎ、将来のさらなる
発展を期するため、同窓会・ＰＴＡ・学校の３者からなる「創立１２０周年記念事業実行委員会」を立ち
上げ、別記記念事業を実施することといたしました。
　この記念事業実現のためには、多額の資金を必要とし、同窓会員の皆様をはじめ、関係各位のご理解と
ご協力をお願いしなければなりません。
　何卒、この事業の趣旨にご賛同をいただき、募金のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

謹白
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年９月吉日　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県松代高等学校創立１２０周年記念事業実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委 員 長（同窓会長）細川隆男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   副委員長（学 校 長）向井健太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   副委員長（ＰＴＡ会長）宮澤洋介

記念事業と予算の概要
　　　　
１．総事業費            　　　　　　２，５３０万円

2．募金目標額　　　　　　  　 　 １，９００万円

3．記念事業の内容
　（１）教育環境整備事業         　１，２００万円
　（２）記念誌発行　　　　　　　   ２００万円
　（３）会員名簿発行　　　　　　　１００万円
　（４）記念式典・記念祝賀会　　　  １５０万円
　（５）記念講演会　　　　　　　   １００万円
　（６）同窓会基金の拡充　　　　 １５０万円

4. 募金期間
　令和6年１０月１日　～　令和８年１０月３１日

5. 募金金額
　（１）卒業生を対象とするもの
　　　１口　　１０，０００円以上
　　　１口の目標金額にこだわらず、各自のご都合に合
　　　わせてご協力をお願いします（分割での納入も
　　　お受けいたします）
　（２）篤志寄附金
　　　企業・法人　１口　２０，０００円　以上
　　　（寄附金は、税法上の控除の対象とはなっていま
　　　せん）

6. 払込方法
　同封の郵便払込票にてお振込みください

7. その他
　（1）この記念事業に対し１０万円以上ご寄附いただき 

ました方には、感謝状を差し上げると共に祝賀会
へのご招待いたします。

　（２）５万円以上ご寄附いただきました方には祝賀会
へご招待いたします。

※教育環境整備事業において実施する施設等は、長
野県に採納されます。

(令和6年7月30日現在）

顧　　問 同窓会顧問 同窓会相談役
〃 〃 〃

前PTA会長 〃 〃
相談役 同窓会相談役 〃 〃

〃 〃 〃
〃 〃 〃
〃

実行委員長 同窓会長 委　　　員 同窓会理事
副実行委員長 学校長 〃 〃

PTA会長 〃 〃
同窓会副会長 〃 〃

〃 〃 〃
〃
〃

〃 〃

〃
〃 〃
〃 〃

監　　事 同窓会監事
〃 〃

〃
〃 〃

PTA監事
〃 〃

常任委員
同窓会常任理事

〃 〃

〃
〃

〃 〃

〃

〃 〃
〃 〃

〃

〃 〃

〃

〃 〃

〃

〃 同窓会学年幹事

〃

〃 〃

〃

〃 〃

〃

〃 〃

〃

〃 〃

委　　員 同窓会理事

〃 〃

〃
〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃 〃

〃
〃 〃

役　　職 所　　属 氏　　名
事務局長 同窓会事務局長 小林　　浩
事務局員 同窓会事務局員 中澤　涼子

相談役 依田　千代子
青木　博美
中野　今朝友
坂本　忠雄
宮下　　哲
倉田　博憲

荒川　慶明
山崎　陽一
宮澤　徳治
中澤　健治
宮坂　文雄
倉島　一喜
広瀬　　清

片桐　佳俊
若林　義久
春原　秀光
塚田　一敏
奥野　　亨
福島　修一
内田　美喜雄
小山　忠房
倉田　　厚
桒原　太陽
小林　俊太
山岸　翔空
鈴木　優斗
岸本　光太郎
井口　璃子
北島　美和
池田　悌智

PTA副会長

和田　榮一
青木　邦一
大平　芳春
小坂　君子
花岡　久二
大日方　克子
春原　幸子

細川　隆男
向井健太郎
宮澤　洋介
浅川　民枝
高村　秋光
松林　正順
牧野恵美子
飯島　　靖

岸本　敏子
募金委員長

片桐　佳俊
高村　秋光

中澤　啓至
長澤　愛美

野田　義正
教　　頭 阿部　栄智

畑　　岩夫
西村　和夫
宮島　信明
小林　春元
大日方　明
北澤　光男
宮川　好正
久保田　武
伊藤　淑郎
山岸　喜昭
飯島　裕一
西村　　功

役　　職 所　　属 役　　職 所　　属 氏　　名氏　　名

役　　職 所　　属 役　　職 所　　属 氏　　名氏　　名

松代高等学校創立120周年記念事業実行委員会　委員名簿



2024年 (令和6年) 10月1日　第35号(4)
　

令
和
６
年
度
の
同
窓
会
総
会
が
６
月
８

日（
土
）に
昨
年
と
同
じ
く
、理
事
会
を
兼
ね

て
、松
代
町
の
梅
田
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
物
故
者
へ
黙
祷
を
捧
げ
、細
川
同

窓
会
長
、向
井
校
長
先
生
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、

議
事
に
は
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、東
海
支
部
よ
り
、会
員
の
高
齢
化
、

減
少
に
伴
い
支
部
運
営
が
難
し
く
な
り
、支

部
廃
止
の
申
し
出
が
あ
り
、理
事
会
に
て
承

認
さ
れ
、総
会
で
東
海
支
部
廃
止
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、同
窓
会
及
び
松
高
教
育
振
興
会
の

令
和
５
年
度
事
業
報
告
、収
支
決
算
報
告
、

監
査
報
告
、又
、令
和
６
年
度
事
業
計
画
、収

支
予
算
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

創
立
１
２
０
周
年
実
行
委
員
会
設
立
の

承
認
、役
員
改
選
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
、新

役
員
挨
拶
の
あ
と
退
任
役
員
の
表
彰
、続
い

て
退
任
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
無
事
総
会
が
終
わ
り
、懇
親
会
場

に
移
動
、こ
こ
で
し
か
会
え
な
い
顔
も
あ
り
、

話
は
尽
き
な
い
よ
う
で
し
た
が
、ビ
ン
ゴ
に
一

喜
一
憂
し
、ほ
ろ
酔
い
で
歌
う
応
援
歌
や
校

歌
に
あ
っ
と
い
う
間
に
お
開
き
の
時
間
、「
ま

た
来
年
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。」と
解
散
し
ま

し
た
。

令
和
６
年
度

　 

　
定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

令和５年度　松代高等学校同窓会事業報告書

第5回本部正副会長会議開催
令和5年度会計監査会開催

常任理事会開催
第2回本部正副会長会議開催

第3回本部正副会長会議開催
令和5年度松代支部総会出席
令和5年度中南信支部総会出席

5

14
18
令和5年度関東支部総会出席23
2
23

21
令和5年度定時総会開催
令和5年度第１回学校評議員会出席

　

6

25
8 27

87 第61回松濤祭正副会長見学

5 4 令和5年度入学式出席6

高校職員と同窓会役員との懇談会開催
令和5年度東海支部総会出席
創立120周年事業準備会開催・第2回編集委員会開催

第4回本部正副会長会議開催・創立120周年事業準備会開催

14

13
24

11 10
12 8

第4回編集委員会開催22

第3回編集委員会開催

9 第1回編集委員会開催1

3

14

10

6 同窓会報第34号発行1

2

3

10
11
12
30
21
22
29
1
22

第1回長野千曲総合技術新校再編懇話会出席
創立120周年事業合同会議（高校・PTA・同窓会）開催
同窓会年度別幹事選任説明会開催
令和5年度第2回学校評議員会出席
第5回本部正副会長会議開催
同窓会入会式・努力奨励賞表彰式出席
令和5年度卒業式出席　　　　　
転退職職員送別会出席、お餞別贈呈　

年 月 日 摘　　　要

令和５年度　松高教育振興会決算書
令和５年４月1日～令和６年３月31日

4,198,011
1,060,636
3,137,375

4,197,896
2,000

4,199,896

500,000
100,000
70,000
250,000
100,000
50,000
50,000
50,000

50,000
2,699,896
4,199,896

282,640
100,000
23,000
225,880
92,696

0
43,000
21,720

0
3,137,375
4,198,011

△ 217,360
0

△ 47,000
△ 24,120
△ 7,304
△ 50,000
△ 7,000
△28,280

△50,000
437,479
△1,885

4,197,896
115

4,198,011

0
△ 1,885
△ 1,885

前年度繰越金
雑収入

収入総額
支出総額
次年度繰越金

奨学金給付（6名）

預金利息

学習支援（松濤塾）
北信越・全国大会出場
開校記念講演
パソコン講習会

役員会旅費
役員会補助

育英事業
学力向上事業支援
クラブ振興費
学術・文化振興費
産業教育振興費
教育研究助成
会議費
旅費交通費

280,000 271,700 △8,300 パソコン、プリンター購入１台事務費
雑費
次年度繰越金

令和５年度　松代高等学校同窓会収支決算書 4,820,013

令和５年４月1日～令和６年３月31日
3,490,919
1,329,094

1,368,187
1,600,000
1,060,000
620,000

500
4,648,687

120,000
100,000
550,000
165,000
900,000
100,000
80,000
130,000
60,000
30,000
50,000
20,000
30,000
500,000

1,333,687
4,648,687

114,201
72,018
475,549
140,000
791,023
60,410
76,357
139,124
7,320
23,697
10,000
12,699
28,521

1,060,000

0
3,490,919

△ 5,799
△ 27,982
△74,451
△25,000
△108,977
△39,590
△3,643
9,124

△52,680
△6,303

△ 40, 000
△ 7,301
△1,479
560,000

△ 1,333,687
△ 1,157,768

1,368,187
1,271,798
1,060,000
560,000

28
4,820,013

0
△ 328,202

0
△ 60,000

△ 472
171,326

繰越金
同窓会費
入会金
同窓会費前納費

雑収入

収入総額
支出総額
差引残高

総会費
会議費
本部活動費
支部運営補助
会報発行費
慶弔費
記念品代
通信費
旅費
消耗品費
同級会補助費
水道光熱費
雑費
別途積立金
会報発行積立金
予備費

前年度繰越金
703件（振込手数料差引  郵便263件・コンビニ440件）
106名×10,000円（令和5年度入学生） 
令和5年度卒業生5,000円×112名（3年分）

0 560,000 560,000寄附金 令和5年度卒業生120周年寄附金112名×5,000円
配当・利息

定時総会
役員会等
名簿管理費、HP管理費他
４支部活動運営費補助
会報印刷費、宛名印字封入代、郵送代
転退職職員御餞別他
卒業証書入れ、退任役員記念品
電話使用料、ハガキ、切手等
本部総会出席旅費　
プリンターインク他事務用消耗品
１団体補助
松濤館年間水道光熱費
貸金庫費、書籍代等
別途積立金５００千円・１２０周年積立金５６０千円

480,000 480,000 0 会報発行積立金

出資証券 長野県信用組合出資 1口 金額1,000円（平成2年10月1日出資）

18,000,000円
0円

18,000,000円 令和 6 年 4 月 16日
監事　飯島　裕一
監事　岸本　敏子

（定期預金）

利息
750,000円

貸付金
松代高校カレー製作費

令和5年度松代高等学校同窓会の一般会計、特別会計、
教育振興会会計の監査の結果、正確かつ適正に処理さ
れていることをご報告いたします。

別途積立金会計　　　　　　　　　　　　　
　　　前年度積立金　5,800,000円　　
           ５年度積立金　1,060,000円　　　　　　　

　　　　　　計　　　6,860,000円

会報積立金会計
　　　前年度積立金　　　　   ０円
　　   ５年度積立金　   480,000円

　　　　　  計　　　　480,000円



2024年 (令和6年)(5)第35号 10月1日

　
第
36
回
定
時
総
会
は
４
月
21
日（
日
）11

時
30
分
か
ら「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
・
私

学
会
館
」に
お
い
て
開
催（
本
部
役
員
２
名
、

会
員
29
名
）。

議
事
。１
号
議
案
、令
和
５
年
度
事
業
報

告
。２
号
議
案
、令
和
５
年
度
決
算
報
告
、

以
上
議
案
を
提
案
、満
場
一
致
に
て
承
認

を
頂
き
ま
し
た
。３
号
議
案
、令
和
６
年
度

収
支
予
算
案
。４
号
議
案
、高
齢
化
に
よ
る

会
員
の
減
少
。又
、昭
48
年
９
月
湾
岸
戦
争

勃
発
に
よ
る
産
油
国
か
ら
の
輸
入
価
格
暴

騰
、各
企
業
の
経
営
悪
化
、銀
行
、百
貨
店

等
、高
校
卒
受
皿
企
業
の「
高
卒
採
用
ゼ
ロ
」

方
針
。従
っ
て
本
校
か
ら
昭
和
50
卒
以
降

東
京
へ
の
就
職
者
数
は
毎
年
５
名
前
後
。

以
上
の
事
由
か
ら
関
東
支
部
解
散
の
方
向

性
に
つ
い
て
、賛
否
を
問
い
た
結
果
、解
散

否
認
16
名
、解
散
賛
成
13
名
の
た
め
、令
和

６
年
度
以
降
も
関
東
支
部
継
続
に
決
定
。

役
員
会
に
て
収
支
予
算
編
成
実
施
す
る
こ

と
、満
場
一
致
に
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

関
東
支
部

関
東
支
部
長 
      　

山
岸　

喜
昭
（
昭
和
43
年
卒
）

令
和
６
年
度
定
時
総
会
を
開
催
！

　
中
南
信
支
部
は
、設
立
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
で
、こ
の
間
、中
南
信
支

部
活
動
が
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。し
か
し
、近
年
の
支
部
活
動
への
参

加
者
の
高
齢
化
や
減
少
は
心
配
で
す
。そ
ん
な
中
、

６
月
20
日
に
支
部
役
員
会
を
行
い
、今
年
度
の
支

部
総
会
の
内
容
や
こ
れ
か
ら
の
支
部
活
動
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。総
会
は
、８
月
25
日
、

深
志
神
社
の
梅
風
閣
に
て
来
賓
を
お
招
き
し
て
開

催
し
ま
す
。学
校
関
係
者
の
方
に
は
、生
徒
さ
ん
の

状
況
や
松
代
高
校
の
今
後
の
在
り
方
な
ど
、同
窓

会
本
部
役
員
に
は
、令
和
８
年
10
月
24
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
な
ど
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、中
南
信
支
部
と
し
て
少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

出
席
者
全
員
に
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、会

員
同
士
の
交
流
の
場
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、今
年
度
も
大
川
さ
ん
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
で
の
大
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
の

お
蕎
麦
屋
さ
ん
で
の
会
食
も
楽
し
み
の
一つ
で
す
。

と
に
か
く
、今
、参
加
で
き
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
で
、参
加
者
を
増
や
す
知

恵
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
南
信
支
部

中
南
信
支
部
支
部
長

      　
　
　

     

伊
藤　

淑
郎（
昭
和
43
年
卒
）

設
立
20
周
年
を
迎
え
た

              

　
中
南
信
支
部
に
つ
い
て

松代高等学校同窓会役員名簿【任期　令和6年4月1日～令和7年3月31日】

　
　

役 職 名 氏      名 卒業年 選出母体(ブロック） 役 職 名 氏      名 卒業年 選出母体(ブロック）
顧　　　問 和田　榮一 ３１年 元同窓会長

〃 青木　邦一 ３８年 前同窓会長
〃 向井健太郎 学　　校　　長
〃 阿部　栄智 教　　　　　頭

会　　　長 細川　隆男 ４３年 本　部　役　員
副　会　長 浅川　民枝 ４７年 〃

〃 高村　秋光 ４６年 〃
〃 松林　正順 ５２年 〃
〃 牧野恵美子 ４７年 〃
〃 飯島　　靖 ５３年 〃

監　　　事 岸本　敏子 ４５年 〃
〃 中澤　啓至 ５６年 〃

常 任 理 事 野田　義正 ３９年 松代支部
〃 畑　　岩夫　 ３９年 松代支部
〃 西村　和夫 ４３年 松代支部
〃 宮島　信明 ４０年 千曲・坂城支部
〃 荒井　　進 ３５年 篠ノ井支部

篠ノ井支部〃 小林　春元 ３６年
〃 大日方　明 ４３年 川中島支部
〃 北澤　光男 ４３年 更北支部
〃 宮川　好正 ４４年 長野支部
〃 久保田　武 ４９年 須高・山ノ内支部

相　談　役 小坂　君子 ３２年 元副会長
元副会長
元副会長

〃
〃

花岡　久二
大日方　克子

３２年
３８年

元副会長〃 春原　幸子 ４０年
元副会長〃 依田　千代子 ４０年

前中南信支部長〃 青木　博美 ３８年
前関東支部長〃 中野　今朝友 ３９年
前松代支部長〃 坂本　忠雄 ３８年
前東海支部長〃 宮下　　哲 ３６年

山崎　陽一 ４３年 松代南ブロック
〃 宮澤　徳治 ４５年 松代北ブロック

〃 伊藤　淑郎 ４３年 中南信支部
〃 山岸　喜昭 ４３年 関東支部

理　　　事

理　　　事

飯島　裕一 ５０年 松代ブロック
〃 西村　　功 ３９年 松代東ブロック
〃
〃

荒川　慶明 ３９年 松代西ブロック

中沢　健治 ４３年 東条川東ブロック
〃 宮坂　文雄 ４３年

野田　義正 ３９年
東条川西ブロック

〃 西条ブロック
〃
〃 広瀬　　清 ４４年 清野ブロック
〃 片桐　佳俊 ３６年 寺尾ブロック
〃 若林　義久 ２９年 屋代粟佐ブロック
〃 春原　秀光 ３９年 五加ブロック
〃 （宮島　信明） ４０年 千曲・坂城ブロック
〃 塚田　一敏 ３６年 稲荷山八幡ブロック
〃 神戸　久雄 ３８年 倉科・森・雨宮ブロック
〃 奥野　　亨 ５６年 篠ノ井東ブロック
〃 （小林　春元） ３６年 篠ノ井支部
〃 福島　修一 ４６年 川中島東ブロック
〃 内田美喜雄 ４７年 川中島西ブロック
〃 小山　忠房 ５０年 川中島南北ブロック
〃 （北澤　光男） ４３年 更北支部ブロック
〃 倉田　　厚 ５４年 青木島ブロック

幹　　事 桒原　太陽 R5年 令和5年度卒
〃 小林　俊太 〃 〃
〃 山岸　翔空 〃 〃
〃 鈴木　優斗 令和6年度卒
〃 岸本光太郎 〃 〃
〃 井口　璃子 〃 〃

R6年

倉島　一喜 ４２年 豊栄ブロック

前副会長〃 倉田　博憲 ４３年
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去
る
７
月
23
日（
火
）、定
鑑
堂
に
お
い
て
、本

会
よ
り
和
田
元
会
長
、青
木
前
会
長
、細
川
会
長
、

畑
常
任
理
事
、学
校
よ
り
小
林
事
務
局
長
の
来
賓

各
氏
の
出
席
を
頂
き
、総
勢
16
名
で
令
和
６
年
度

の
支
部
役
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。活
動
報
告

及
び
会
計
報
告
の
承
認
等
の
議
事
が
進
み
、新
支

部
長
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。長
年
の
間
西
条
ブ
ロ

ッ
ク
長
で
ご
尽
力
頂
い
て
き
ま
し
た
野
田
さ
ん
を
、

全
会
一
致
で
新
支
部
長
に
承
認
し
快
諾
を
頂
き
ま

し
た
。不
肖
私
は
、２
０
１
８
年
か
ら
３
期
６
年

間
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
長
居
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
の
間
会
員
及
び
役
員
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
、大
過
な
く
退
任
す
る
こ
と
が

出
来
、深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。今
後
新
支

部
長
の
も
と
、

益
々
松
代
支
部

は
じ
め
、同
窓

会
が
永
続
的
に

発
展
し
ま
す
よ

う
微
力
な
が
ら

協
力
し
て
参
る

所
存
で
す
。簡

単
で
は
あ
り
ま

す
が
退
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。誠
に

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

 

昭
和
33
年
頃
、約
１
３
０
名
ほ
ど
で
発
足
し
た

東
海
支
部
も
、令
和
５
年
時
点
で
会
員
71
名
と
な

り
、役
員
の
高
齢
化
も
あ
い
ま
っ
て
、支
部
の
継
続

が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。令
和
５
年
４
月
に
、支

部
会
員
に
支
部
存
廃
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、廃

止
の
回
答
が
半
数
以
上
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、そ

の
旨
、同
年
の
総
会
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。支
部

廃
止
の
決
定
は
、同
窓
会
規
約
第
９
条
に
、理
事

会
の
決
議
に
よ
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、令
和
６

年
６
月
の
理
事
会
で
、東
海
支
部
の
廃
止
が
決
議

さ
れ
、総
会
に
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

東
海
支
部
の
廃
止
に
つ
い
て

同
級
生
は
男
子
８
名
、女
子
８
名
の
16
名
。

卒
業
時
、顧
問
は
北
沢
高
明
・
塚
田
康
三
・
酒
井

郁
子
の
各
先
生
方
。

男
子
団
体
県
大
会
３
位　

女
子
倉
田
・
酒
井
組

が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
。

男
子
高
山
・
相
原
組
が
北
信
越
出
場
。

 　
「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
誓
い
」に
な
ぞ
ら
え「
40
年

後
に
会
い
た
い
ね
」だ
っ
た
。

　

そ
の
40
年
後
の
２
０
０
２
年
、全
国
に
散
ら
ば

っ
て
い
た
仲
間
に
連
絡
を
と
り
あ
い
最
初
の
同
球

会
は
松
代
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
14
名
出
席
、開
催

し
た
。40
年
前
の
思
い
出
を
埋
め
る
の
に
時
間
は

か
か
ら
ず
、真
夜
中
迄
楽
し
く
語
っ
た
。

　

そ
の
後
隔
年
ご
と
に
、軽
井
沢
・
上
山
田
・
松
本

・
白
馬
・
群
馬
等
で
開
催
。コ
ロ
ナ
感
染
で
２
回
中

止
。既
に
故
人
と
な
っ
た
方
や
体
調
面
で
参
加
者

は
都
度
減
少
し
た
が
、本
年
６
/
13
地
元「
松
代

荘
」で
7
名
参
加
し
、10
回
目
の
最
後
を
迎
え
た
。

　

当
時
厳
し
い
練
習
に
明
け
る
日
々
で
、淡
い
思

い
も
行
動
に
移
せ
な
か
っ
た
切
な
い
心
情
を
吐
露

し
た
り
、母
校
の
学
校
跡
碑
や
真
田
公
園
を
散
策
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
西
側
の
体
育
館
前
に
あ
っ
た
ヒ
マ

ラ
ヤ
ス
ギ
１
本
が
今
も
残
っ
て
お
り
、コ
ー
ト
か

ら
見
え
な
い
こ
の
下
で
唯
一
お
し
ゃ
べ
り
し
た
事
・

先
輩
か
ら
お
説
教
を
も
ら
っ
た
事
等
・
懐
か
し
く

名
残
惜
し
か
っ
た
が
、お
互
い
元
気
で
過
ご
そ
う

と
誓
い
散
会
し
た
。

 

川
柳

「
ボ
ー
ル
追
う　

真
田
屋
敷
は　

顔
パ
ス
で
」

「
真
田
様　

出
て
は
来
ぬ
か
と　

忍
び
足
」

「
屋
敷
内　

間
取
り
を
全
て　

熟
知
し
て
」

「
ス
ギ
ノ
木
が　

二
人
の
会
話　

そ
っ
と
聞
き
」

「
城
跡
に　

集
う
八
十
路
の　

学
生
が
」

    

昭
和
38
年
卒
業　

青
木　

博
美

（
１
９
６
３
年
）
38
年　

   

テ
ニ
ス
部　

最
後
の
同
球
会

　

今
年
度
の
生
徒
会
活
動
は
、「
今
ま
で
と
は
ち

が
う
」を
目
指
し
て
、ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
た
生

徒
会
を
全
校
で
創
り
上
げ
る
事
を
目
標
に
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

制
限
が
解
除
さ
れ
、生
徒
会
活
動
や
学
校
行
事
も

流
行
前
の
様
に
実
施
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、そ
の
時
の
様
子
を
知
ら
な
い
私
達
に
と
っ
て

企
画
す
る
の
は
苦
労
の
連
続
で
し
た
。先
日
開
催

さ
れ
た
松
濤
祭
で
は
沢
山
の
方
が
来
場
し
て
下
さ

り
、皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に
見
学
さ
れ
て
い
る
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
地
域
の
方
の
ご
協
力
の

下
、校
内
祭
・
後
夜
祭
も
大
変
盛
り
上
が
り
、大
成

功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
先
生

方
を
は
じ
め
、全
校
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
お
陰
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。引
退
ま
で
生
徒
会
一
丸
と
な
っ
て
、

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
た
生
徒
会
創
り
を
全
力
で

行
い
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん
や
先
生
方
、全
校
の
皆

さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、活
動
し

て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。応
援
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

支
部
総
会
を
終
え
て

  

松
代
支
部　

坂
本　

忠
雄

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
母
校
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
、大
学
15
名

（
13
・
４
％
）、短
大
９
名（
８
％
）、専
門
学
校
54

名（
48
・
２
％
）、就
職
28
名（
25
％
）、公
務
員
３

名（
2.7
％
）、そ
の
他
３
名（
2.7
％
）で
し
た
。一
昨

年
度
よ
り
大
学
進
学
が
増
え
ま
し
た
が
、「
手
に

職
を
つ
け
る
」や「
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
」た
め
に

専
門
学
校
へ
進
学
す
る
者
も
増
え
ま
し
た
。目
的

を
も
っ
て
進
学
す
る
こ
と
は
い
い
こ
と
で
す
が
、入

学
後
向
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
退
学
し
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。職
業
や
自
分
の

適
性
な
ど
も
し
っ
か
り
考
え
さ
せ
、進
学
先
を
決

め
ら
れ
る
よ
う
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

就
職
に
関
し
て
は
、昨
年
度
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

篠
ノ
井
管
内
の
求
人
倍
率
は
４
・
35
倍
で
し
た
。

製
造
業
の
求
人
数
が
最
も
多
く
４
５
４
、次
い
で

建
設
業
が
１
６
９
と
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
、建
設

業
の
求
人
数
の
増
加
が
目
立
ち
ま
し
た
。今
年
度

の
求
人
票
か
ら
は
、物
価
高
や
働
き
方
改
革
、人

手
不
足
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、給
料
面
や
休
日
数

な
ど
の
待
遇
面
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
る
企
業
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。卒
業
時
だ
け
で
な
く
、10
年

後
、20
年
後
に
ど
ん
な
人
生
を
送
っ
て
い
た
い
か

考
え
て
選
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
が
厳
し
い
中
、県
内
の
大
学

・
短
大
も
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。今

進
路
状
況

  

進
路
指
導
主
事　

小
野　

陽
子

生
徒
会
長　

３
年
１
組　

安
藤　

楓

年
４
月
か
ら
は
長
野
女
子
短
期
大
学
が
長
野
短

期
大
学
に
校
名
変
更
し
、男
女
共
学
に
な
り
ま
し

た
。清
泉
女
学
院
大
学
・
清
泉
女
学
院
短
期
大
学

は
来
年
４
月
に
清
泉
大
学
に
校
名
変
更
す
る
と

共
に
、学
部
の
変
更
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。進

路
指
導
係
と
し
て
も
情
報
発
信
を
し
っ
か
り
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
よ
り
ご
支
援
頂
い
て
い
る「
松
濤
塾
」に

関
し
て
は
、土
日
の
模
擬
試
験
を
は
じ
め
と
し
た

進
路
実
現
に
向
け
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。今
後
も
松
代
高
校
生
の
学
び
の
た
め
に
同

窓
会
の
皆
様
に
は
ご
支
援
、お
力
添
え
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
徒
会
の
近
況
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令和６年度　クラブ活動大会成績
【野球】
＜春季北信越大会長野県北信予選会＞　
                  1回戦　 松代2 - 22長野俊英
＜全国高等学校野球選手権長野大会＞　
                  1回戦　松代0 - 9 松川
＜秋季北信越大会長野県北信予選＞　
                  ２回戦　松代0 - 10 長野

【バスケットボール】
＜北信総体＞
男子　　　1回戦　松代73 - 100長野日大
女子　　　1回戦　松代・屋代南37 - 117長野日大

【バレーボール】
＜北信総体＞
男子　　　1回戦　松代0 - 2須坂創成
女子　　　1回戦　松代0 - 2中野立志館

【卓球】
＜北信総体＞
男子個人　     北島　凱斗　１回戦敗退

【商業】
松濤祭　開発商品販売（マーケティング班）

【茶道】
PTA理事会、松濤祭

【ミュージック】
＜長野県高等学校軽音楽系クラブ合同演奏会 
Power Live TH東北信大会＞
海月男爵　Side1  松高センチピード　計３バンド出場
松高センチピード４位入賞（県大会へ）
＜長野県高等学校軽音楽系クラブ合同演奏会
 Power Live K県大会＞
松高センチピード　優秀賞（４位）

【サッカー】
＜北信総体＞
                  1回戦　松代0 - 9長野俊英
＜全国高等学校選手権長野大会＞
　　　　    2回戦　松代2 - 4松川・下伊那農

【剣道】
＜北信総体＞
男子団体戦（予選リーグ）　   
              1試合目 　松代3 - 2長野高専
               2試合目 　松代2 - 2飯山
               3試合目 　松代2 - 2長野
                  （決勝トーナメント）　   
               1回戦　 　松代2 - 2長野西
　　　   準決勝    　松代0 - 3長野日大
　　　 3位決定戦 　松代1 - 2長野　4位 （県大会へ）
男子個人    ６位　　米澤　登伊（県大会へ）
＜県総体＞
男子団体戦（予選リーグ）
               １試合目 　松代0 -２松本蟻ケ崎  
               ２試合目 　松代5 - 0蓼科　   
               ３試合目 　松代1 - 1佐久長生    
               予選リーグ敗退
男子個人    ８位　　米澤　登伊（北信越大会へ）
＜北信越大会＞
男子個人    1回戦敗退　  米澤　登伊
                 

【弓道】
＜北信総体＞
女子団体Aチーム     １回戦　20射1中　
　　　　Bチーム     １回戦　20射7中　
　　　　　　　　　２回戦　20射6中　敗退  

【柔道】
＜北信総体＞
男子個人   　  市川　智也　60㎏級 ８位（県大会へ）
                       羽生田　瑛斗　73㎏級 ８位（県大会へ）
＜県総体＞
男子個人   　  米澤　慎治・市川　智也　60㎏級 初戦敗退　
　　　　　　 羽生田　瑛斗　73㎏級 初戦敗退　

【バドミントン】
＜北信総体＞
女子団体   　   予選1回戦 　松代3 - 0長野俊英
                 　   予選2回戦 松代0 - 3市立長野

剣
道
部

　

北
信
越
大
会
を
最
後
に
部
活
を
引
退
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。最
後
の
大
会
で
結
果
を

残
す
こ
と
が
で
き
た
の
も
、今
ま
で
一
緒
に
戦
っ

て
く
れ
た
仲
間
た
ち
、御
指
導
頂
い
た
先
生
方
、

先
輩
方
、応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
方

々
の
お
陰
で
す
。思
い
返
せ
ば
授
業
が
終
わ
り

部
活
に
行
き
稽
古
を
し
、汗
を
流
す
、そ
ん
な
当

た
り
前
の
毎
日
が
当
た
り
前
で
は
な
く
、私
に

と
っ
て
本
当
に
充
実
し
た
幸
せ
な
日
々
で
あ
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。高
校
入
学
と
同
時
に

レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
入
る
こ
と
に
な
り
、中
学
剣
道
と

の
違
い
と
い
う
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
仲
間
た
ち
の

お
陰
で
す
。今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

３
年
１
組　

米
澤　

登
伊

茶
道
部

　

同
窓
会
館
で
あ
る
松
濤
館
２
階
の
和
室
を

お
借
り
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。日
頃
の
活

動
で
は
、火
曜
日
に
外
部
講
師
の
足
立
先
生
か

ら
お
点
前
を
指
導
し
て
頂
き
、木
曜
日
に
部
員

９
人
で
お
点
前
を
互
い
に
教
え
合
い
な
が
ら
稽

古
を
し
て
い
ま
す
。和
室
の
隣
の
部
屋
で
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
理
事
会
が
あ
る
時
は
、部
員
で
お
茶
を
点

て
お
出
し
し
て
お
り
、役
員
の
方
々
に
も
喜
ん

で
頂
い
て
い
ま
す
。

　

松
濤
祭
で
は
、和
室
で
は
な
く
隣
の
研
修
室

を
お
借
り
し
て
、テ
ー
ブ
ル
式
で
行
う
立
礼
式

で
お
茶
会
を
開
き
ま
し
た
。今
年
の
お
茶
会
の

タ
イ
ト
ル
は「
星
茶
会
」で
、タ
イ
ト
ル
に
ち
な

ん
だ
会
場
の
装
飾
を
し
、大
渡
製
菓
舗
の
黒
糖

饅
頭「（「
松
高
」の
焼
き
印
入
）」と
星
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
金
平
糖
を
添
え
て
、お
茶
と
共
に
お

出
し
し
ま
し
た
。昨
年
よ
り
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の

規
制
が
な

く
な
っ
た

事
に
よ
り
、

大
勢
の
お

客
様
に
来

て
頂
く
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

お
茶
会
が

終
わ
り
お

客
様
が
帰

部
長　

３
年
４
組　

久
保
田　

佳
苗

 　

５
月
２
日
、信
州
大
学
名
誉
教
授
高
木
直

樹
先
生
の
、「
地
球
沸
騰
化
の
時
代
に
、君
た
ち

は
ど
う
生
き
る
か
？
」と
題
す
る
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。印
象
に
残
っ
た
内
容
の
要
約
を
紹
介

し
ま
す
。▼
２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
、

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」17
項

目
を
、30
年
ま
で
の
15
年
間
に
達
成
す
る
こ
と

が
採
択
さ
れ
、そ
の
中
の
１
つ
に
、地
球
温
暖
化

問
題
が
あ
り
ま
す
。▼
世
界
の
平
均
気
温
は
、

１
８
５
０
年
と
２
０
２
０
年
を
比
較
し
た
場

合
、１
・
09
度
上
昇
し
ま
し
た
。今
後
80
年
間
に

最
悪
の
場
合
4.6
度
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
ま

す
。そ
う
し
た
場
合
、長
野
県
は
、九
州
の
佐
賀

県
あ
た
り
と
同
等
の
気
候
に
な
り
ま
す
。▼
温

暖
化
の
主
な
原
因
は
、二
酸
化
炭
素
を
主
成
分

と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
で
す
。そ
の
ガ
ス
を
減

ら
し
、長
期
的
に
平
均
気
温
の
上
昇
を
1.5
度
以

内
に
お
さ
え
る
の
が
世
界
の
目
標
で
す
。▼
わ

が
国
の
削
減
目
標
は
、13
年
度
比
で
30
年
ま
で

に
46
％
減
、50
年
ま
で
に
は
排
出
量
と
吸
収
量

で
＋
－
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。（
義
務

で
は
な
い
）▼
対
策
と
し
て
は
、科
学
の
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
が
、当
面
は
、省
エ
ネ
・
化
石
燃

料
の
削
減
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
・

自
然
環
境
の
保
全
な
ど
、地
道
な
努
力
を
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

開
校
記
念
日
講
演
会

陸
上
部

　
北
信
越
大
会
出
場
に
あ
た
り

　

北
信
越
大
会
は
自
分
が
今
ま
で
出
場
し
て

き
た
ど
の
大
会
よ
り
も
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、

今
ま
で
に
な
い
緊
張
が
あ
り
ま
し
た
。競
技
場

が
大
き
い
こ
と
、他
県
の
選
手
と
競
う
こ
と
、長

野
県
の
代
表
と
し
て
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
も
、

今
ま
で
経
験
の
な
い
事
で
し
た
。そ
の
緊
張
に

私
は
勝
つ
こ
と
が
で
き
ず
に
結
果
は
悔
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。記
録
は
満
足
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、顧
問
の
先
生
、仲

間
た
ち
と
一
緒
に
陸
上
競
技
が
で
き
て
心
か
ら

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。私
を
支
え
て
く
れ
た
仲

間
と
顧
問
の
先
生
に
は
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま

せ
ん
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
年
３
組　

小
林　

羚
音

る
時
に「
美
味
し
か
っ
た
で
す
。」と
言
っ
て
頂
け

た
時
は
、今
ま
で
稽
古
や
準
備
を
頑
張
っ
て
き

て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

【陸上】
＜北信総体＞
男子個人   小林　羚音　円盤投げ　32ｍ92
　　　　　２位（県大会へ）      
　　　　　髙橋　恵太　1500ｍ　4.20.67
　　　　　７位（県大会へ）　　
＜県総体＞
男子個人   小林　羚音　円盤投げ　34ｍ38
　　　　　３位（北信越大会へ）
　　　　　髙橋　恵太　1500ｍ　4.29.51
＜北信越大会＞
男子個人   小林　羚音　円盤投げ　24m10　
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佐
久
間
象
山
の
銅
像
と
茶
室
の
移
設

　

気
候
変
動
、新
種
の
コ
ロ
ナ
発
生
等
、様
々
な

問
題
を
抱
え
る
日
々
で
す
が
、皆
様
お
変
わ
り

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

創
立
１
２
０
周
年
を
機
に
、会
員
皆
様
の
よ

り
一
層
の
絆
が
深
ま
れ
ば
と
祈
念
す
る
次
第
で

す
。
　

今
年
は
、少
し
早
い
発
行
と
な
り
ま
し
た
が
、

ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
〈
編
集
委
員
〉 　

　
　
　
　
　
　
　
　

松
林　

正
順

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
川　

民
枝

　
　
　
　
　
　
　
　

相
澤　

敏
明

　
　
　
　
　
　
　
　

三
田　

今
朝
光　

　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野　

恵
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本　

敏
子 

　
　
〈
事
務
局
〉　 

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

浩

　
　
　
　
　
　
　
　

中
澤　

涼
子

作
品
募
集

作
品
募
集

　

同
窓
会
報
に
掲
載
す
る
記
事･

写
真･

俳
句･

短
歌･

川

柳･

挿
絵
等
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】　

本
校
同
窓
生
。

【
応
募
作
品
】　

自
作
で
未
発
表
の
も
の
。

【
形
式
】　

記
事
は
４
０
０
字
内
。他
は
自
由
律
で
も
可
。

作
品
は
題
名
を
記
す
。

【
記
載
事
項
】　

氏
名(

ペ
ン
ネ
ー
ム)･

郵
便
番
号･

住
所
・

電
話
番
号･

卒
業
年
。

【
留
意
事
項
】　

随
時
募
集
し
ま
す
が
、会
報
編
集
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
は
、次
回
に
送
り
ま
す
。不
掲
載
・
割
愛
・

校
正
等
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
応
募
方
法
】　

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
。

〒
３
８
１-

１
２
３
２
長
野
市
松
代
町
西
条
４
０
６
５　

松
代
高
校
同
窓
会
事
務
局　

Ｅ
メ
ー
ル

m
atukou-dousoukai@

dune.ocn.ne.jp

同級会の助成金を支給しています。支給条件がありますので、
事前に届け出てください。
詳しくはホームページをご覧になるか、同窓会事務局までお問
い合わせください。
一人あたり５００円（１万円を限度に）支給します。

地
域
ト
ピ
ッ
ク
ス　

松
代
藩
士
で
幕
末
の
思
想

家
で
あ
る
佐
久
間
象
山
の
像

は
、平
成
元
年（
１
９
８
９
）６

月
に
、平
和
地
所
㈱
社
長
の
中

澤
袈
裟
美
氏（
故
人
）よ
り
、

長
野
市
が
像
の
建
立（
寄
付
）

の
陳
情
を
受
け
、平
成
２
年
８

月
に
設
置
場
所
が
川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園
に
決
ま
り
、11
月
に

像
の
建
立
除
幕
式
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、平
成
28
年（
２
０
１
６
）６
月
、更
北
地
区
よ
り「
川

中
島
古
戦
場
史
跡
公
園
及
び
博
物
館
活
性
化
」に
係
わ
る
陳
情

懇
談
の
中
で
、象
山
像
の
移
設
の
要
望
が
あ
り
、寄
付
者
で
あ
る

中
澤
氏
に
、史
跡
公
園
か
ら
の
移
設
と
松
代
地
区
へ
の
設
置
に
同

意
を
頂
き
、平
成
30
年
２
月
、松
代
小
学
校
の
東
門
広
場
へ
の
移

設
が
決
定
し
た
。令
和
３
年（
２
０
２
１
）度
事
業
で
移
設
費
を

予
算
化
し
、翌
令
和
４
年
３
月
に
松
代
小
学
校
東
門
広
場
へ
の
移

設
が
完
了
し
た
。

　

現
在
は
、生
徒
の
朝
夕
の
登
下
校
を
佐
久
間
象
山
像
が
見
ま
も

り
続
け
て
い
る
。

　

佐
久
間
象
山
を
祭
る
象
山
神
社
は
、象

山
生
誕
地
近
く
に
有
っ
た
茶
室「
煙
雨
亭
」

を
、象
山
神
社
境
内
の「
髙
議
亭
」近
く
の

場
所
に
、曳
家
工
法
で
今
年
５
月
下
旬
か

ら
少
し
ず
つ
移
動
さ
せ
る
工
事
を
行
い
、９

月
末
に
完
了
し
た
。

　

茶
室
は
、40
年
前
に
一
度
解
体
さ
れ
た
の

だ
が
、こ
の
茶
室
の
資
材
を
、京
都
象
山
会

世
話
人
の
高
岡
健
次
氏
が
保
管
さ
れ
て
お

り
、そ
れ
が
長
野
市
に
寄
贈
さ
れ
、象
山
神
社
境
内
に
復
元
さ
れ

た
。し
か
し
、近
年
ま
で
茶
室
は
、あ
ま
り
活
用
さ
れ
ず
過
ぎ
て
き

た
が
、今
回
、神
社
が
長
野
市
か
ら
譲
り
受
け
、移
設
し
て
有
効
活

用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。今
後
、活
用
団
体
を
募
集
し
て
、貸
出
し

し
て
い
く
予
定
と
い
う
。

　

茶
室
は
、木
造
平
屋
建
て
で
、床
面
積
は
、12
平
方
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。茶
室
の
使
用
希
望
者
は
、象
山
神
社
に
申
し
込
み
を
す
る
。

（
☎
０
２
６

－

２
７
８

－

２
４
６
１
）

え
ん　

う  

て
い

こ
う　

ぎ  

て
い

ひ
き  

や

令和 7年度の同窓会総会は、下記の通り開催いたします。
同窓生の皆様の多数ご参加をお待ちしております。

令和 7年度同窓会総会開催について

令和７年６月７日（土）

「総会」梅田屋（松代町中町）　
   午後３時～
「会員交流会」
   午後４時３０分～

開   催   日   　

開催場所・時間

Eメール：matukou-dousoukai＠dune.ocn.ne.jp
H　　P：https://matsudou.com/

○転入職員
教　科 氏　名 前任校等
校　長
教　頭
国　語
地　公
数　学
理　科

向井　健太郎
阿部　栄智
武士　寧々
油井　翔
牧野内　昇
三村　海斗

心の支援課・主任指導主事
小諸商業・教頭（定）
新任
松本国際
長野吉田・長野南・篠ノ井
市立長野

教　科 氏　名 前任校等
英　語
　

商　業

事　務
　
　
　

坂口　教道
田中　悦治
中村　恵美香
秋山　幸久
小川　伸一
土屋　克文

長野西・常講
長野工業
松代・常講
長野商業
屋代
更級農業

○転退職職員
教　科 氏　名 新任校等
校　長
教　頭
国　語
　
　
地　公
理　科
家　庭
英　語

藤澤　由夏
丸山　純一 
北澤（半田）　淳子
轟　　祐輔
小橋　千景
増田　靖
町田　直樹
宮坂　恵子
宮越　好一

大町岳陽
坂城
退職
須坂創成
県新規採用（東御清翔）
坂城
屋代
更級農業
県新規採用（篠ノ井）

教　科 氏　名 新任校等
英　語
商　業

　
　
　
事　務
　　
　

中島　智治
池田　剛幸
林　　直樹
松野　淳
大谷　徹
小山　修也
丸山　信顕
宮下　洋

退職
退職
小諸商業・教頭（定）
須坂創成
坂城
退職
退職
長野東

転入・転退職職員（敬称略）


